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公
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内
山
　
恵
子

民
間
プ
ー
ル
で
の
水
泳
授
業
の

実
績
と
市
民
プ
ー
ル
候
補
地
は

志
政
あ
や
せ
　
齊
藤
　
慶
吾

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
道
路

の
安
全
・
渋
滞
対
策
は
万
全
か

�

成
田
　
龍
二

衆
議
院
選
挙
で
の
投
票
用
紙
誤

交
付
に
対
す
る
再
発
防
止
策
は

日
本
共
産
党
あ
や
せ
　
福
田
久
美
子

普
通
退
職
者
に
退
職
理
由
な
ど

の
意
見
聴
取
を
行
っ
て
い
る
か

●
小
中
学
校
プ
ー
ル
の
在
り
方
と

水
泳
授
業
の
現
状
と
課
題
及
び
市

民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

Ｑ　

民
間
プ
ー
ル
を
活
用
し
た

モ
デ
ル
校
２
校
の
実
施
状
況
は
。

Ａ　

綾
北
小
学
校
で
は
水
泳
授

業
を
４
回
実
施
、
そ
の
う
ち
着
衣

水
泳
を
１
回
、
移
動
は
徒
歩
で
片

道
約
10
分
、
綾
南
小
学
校
で
は
水

泳
授
業
を
３
回
と
座
学
を
１
回
実

施
、
移
動
は
バ
ス
で
片
道
約
40
分

で
あ
り
、
予
定
ど
お
り
の
時
間
数

を
実
施
し
、
授
業
中
の
け
が
や
移

動
時
の
事
故
も
発
生
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

水
泳
授
業
後
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
内
容
は
。

Ａ　

児
童
の
９
割
か
ら
水
泳
授

業
が
楽
し
か
っ
た
と
回
答
、
保
護

者
か
ら
も
天
候
へ
の
懸
念
が
な
い

な
ど
９
割
か
ら
良
い
評
価
を
得

●
衆
議
院
選
挙
で
外
国
籍
の
市
民

の
投
票
が
有
効
票
と
な
っ
た
問
題

に
つ
い
て

Ｑ　

住
所
が
未
記
入
の
期
日
前

投
票
用
請
求
書
兼
宣
誓
書
の
提
出

で
受
け
付
け
を
行
い
、
投
票
用
紙

を
交
付
し
た
行
為
は
、
犯
罪
ほ
う

助
が
成
立
す
る
可
能
性
も
あ
る
事

案
で
あ
る
が
、
再
発
防
止
策
は
。

Ａ　

今
回
の
事
案
を
継
続
的
に

従
事
職
員
で
共
有
す
る
ほ
か
、
事

務
要
領
に
沿
っ
た
記
載
で
あ
る
こ

と
の
確
認
を
徹
底
し
、
再
発
防
止

と
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

宣
誓
書
だ
け
の
場
合
、
な

●
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
市
職

員
の
育
成
に
つ
い
て

Ｑ　

普
通
退
職
者
の
推
移
に
関

す
る
分
析
や
退
職
理
由
な
ど
の
意

見
聴
取
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

過
去
３
年
間
で
毎
年
20
人

前
後
が
離
職
し
て
お
り
、
若
い
職

員
が
約
６
割
を
占
め
て
い
る
。
退

職
理
由
は
、
体
調
不
良
や
転
職
だ

が
、
退
職
に
至
っ
た
背
景
な
ど
は

積
極
的
に
聞
き
取
っ
て
い
な
い
。

Ｑ　

市
の
事
業
に
は
、
各
地
域

の
特
性
に
沿
っ
た
も
の
も
多
く
あ

る
が
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
事

業
見
直
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
職
員

た
。
教
員
か
ら
は
業
務
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
総
合
的
に

良
か
っ
た
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

Ｑ　

市
民
プ
ー
ル
を
小
学
校
の

水
泳
授
業
の
受
け
皿
と
し
た
場

合
、
小
学
校
の
近
く
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
が
、
候
補
地
は
。

Ａ　

市
民
プ
ー
ル
整
備
事
業
基

本
構
想
に
記
載
の
と
お
り
、
市
域

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
想
定
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
の
中
央
部
へ
の
建

設
を
基
本
に
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

Ｑ　

小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
槽

が
な
く
な
っ
た
場
合
、
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
代
替
水
源
は
。

Ａ　

一
般
論
と
し
て
は
、
給
水

車
や
消
防
車
両
な
ど
に
よ
り
、
河

川
な
ど
か
ら
く
み
上
げ
、
給
水
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

●
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
つ
い
て

Ｑ　

綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
利
用
台
数
増
加
に
伴

う
、
周
辺
道
路
の
安
全
対
策
は
。

ま
た
、
渋
滞
へ
の
対
策
は
。

Ａ　

令
和
３
年
度
の
開
通
直
後

か
ら
利
用
台
数
は
増
え
続
け
て
お

り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
隣
接

す
る
寺
尾
釜
田
、
寺
尾
西
、
小

園
・
早
川
地
区
の
３
地
区
で
は
、

周
辺
道
路
の
安
全
対
策
が
元
年
度

に
完
了
し
、
一
定
の
効
果
が
得
ら

れ
た
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
接
続

す
る
県
道
42
号
の
交
通
量
の
分
散

の
た
め
、
未
整
備
と
な
っ
て
い
る

道
路
の
整
備
や
幹
線
道
路
の
交
差

点
改
良
の
ほ
か
、
信
号
サ
イ
ク
ル

も
含
め
た
調
整
な
ど
は
、
交
通
管

理
者
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

●
道
の
駅
に
つ
い
て

Ｑ　

道
の
駅
整
備
に
向
け
た
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

道
の
駅
整
備
事
業
は
綾
瀬

市
総
合
計
画
２
０
３
０
に
位
置
付

け
ら
れ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
指
す
も
の

で
あ
る
が
、
地
域
振
興
策
と
し

て
、
本
市
や
市
民
に
と
っ
て
真
に

潤
い
や
活
性
を
も
た
ら
す
も
の
か

見
極
め
て
い
く
。
今
後
は
中
心
市

街
地
エ
リ
ア
の
活
性
化
と
い
う
広

い
視
点
で
考
え
直
し
、
ま
ち
づ
く

り
の
将
来
を
担
う
重
要
な
施
策
と

し
て
、財
政
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
な
が

ら
、
慎
重
に
議
論
を
深
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

り
す
ま
し
防
止
の
た
め
の
本
人
確

認
を
徹
底
し
、
確
認
が
で
き
な
い

時
は
、仮
投
票
と
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　

身
分
証
明
書
の
提
示
は
投

票
者
に
負
担
が
生
じ
、
身
分
証
明

書
を
持
た
な
い
方
も
い
る
こ
と
か

ら
、対
策
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

●
不
登
校
傾
向
の
児
童
・
生
徒
支

援
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ　

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
教
材
の

11
月
末
現
在
の
利
用
状
況
は
。

Ａ　

ラ
イ
セ
ン
ス
配
布
数
は
、

小
学
校
34
、
中
学
校
63
、
教
育
支

援
教
室
15
と
な
っ
て
い
る
。

●
本
市
の
予
防
接
種
健
康
被
害
救

済
制
度
の
現
状
に
つ
い
て

Ｑ　

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
型
ワ
ク
チ
ン
の

健
康
被
害
な
ど
を
数
値
で
継
続
的

に
伝
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る

が
、
本
市
の
各
種
予
防
接
種
健
康

被
害
救
済
制
度
の
申
請
状
況
は
。

Ａ　

認
定
が
２
件
、
非
認
定
が

１
件
、
申
請
中
が
１
件
で
、
全
て

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
に
よ
る
申
請
と
な
っ
て
い
る
。

は
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

各
所
属
に
よ
り
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
把
握
し
て
い
る
と
認

識
し
て
お
り
、
事
業
の
見
直
し
は

人
事
異
動
も
一
つ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

に
な
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

●
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
つ
い
て

Ｑ　

本
市
の
在
宅
介
護
に
対
す

る
傾
向
と
し
て
、
本
人
や
介
護
者

の
在
宅
生
活
継
続
に
係
る
ニ
ー
ズ

な
ど
は
把
握
で
き
て
い
る
か
。

Ａ　

令
和
５
年
度
の
在
宅
介
護

実
態
調
査
で
は
、
入
所
や
入
居
を

検
討
し
て
い
な
い
方
が
66
･
３
％
、

検
討
中
の
方
が
18
・
３
％
、
す
で

に
入
居
申
請
し
て
い
る
方
が
８
・

３
％
と
の
回
答
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　

介
護
報
酬
改
定
で
基
本
報

酬
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
、
訪
問
系

事
業
者
の
経
営
状
況
の
把
握
は
。

Ａ　

現
時
点
で
経
営
状
況
に
関

す
る
相
談
は
な
く
、
休
止
や
廃
止

し
た
事
業
所
も
な
い
が
、
引
き
続

き
状
況
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。 1２月1９日、「市民ホールコンサート」が開催されました＜市役所 1階市民ホールにて＞

「
表
　
決
」

「
表
　
決
」

表
決
と
は
、
議
会
の
意

思
決
定
に
議
員
が
参
加
す

る
た
め
の
手
段
で
、賛
成
、

反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。

表
決
の
方
法
に
は
、
大

別
す
る
と
議
長
が
議
題
に

関
し
て
賛
成
す
る
者
を
起

立
さ
せ
、
そ
の
多
少
を
認

定
し
て
行
う
「
起
立
表

決
」
と
起
立
者
の
多
少
を

認
定
し
が
た
い
場
合
に
行

う「
投
票
に
よ
る
表
決
」、

議
長
が
異
議
の
有
無
を
諮

る
「
簡
易
表
決
」
の
３
つ

が
あ
り
ま
す
。
本
市
議
会

に
お
い
て
は
、
通
常
「
起

立
表
決
」と「
簡
易
表
決
」

が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
、
議
長
が

表
決
を
と
る
こ
と
を
「
採

決
」
と
い
い
、
表
決
の
結

果
得
ら
れ
た
議
会
の
意
思

決
定
（
例
え
ば
可
決
、
否

決
、
同
意
な
ど
）
を
「
議

決
」
と
い
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、「
表
決
」
は
、

議
会
の
審
議
過
程
に
お
け

る
最
終
手
続
に
な
り
ま
す
。

議
会
用
語
の

議
会
用
語
の
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